




























































The Studia Humanitatis and the Modern World between the West and the East
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たがって、19 世紀から 20 世紀前半にかけて活躍し
た彼らと人文学との関係を再考することから、21
世紀における人文学研究の意義を検討することは当
然可能でしょう。
　
　以上でコメントを終わります。
